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　ご紹介、ありがとうございました。内田伸子で
ございます。これから約 90 分間、「子どもの創造
的想像力を育む― 子どもを伸ばす親の関わ
り―」と題してお話ししたいと思います。
　今日の話の流れは、3 つございます。まず、想
像力の発達について、五官を使った体験がいかに
大事か、そして 2 番目に、子どものウソは「嘘か」
を検証し、3 番目に、学力格差は幼児期から始ま
るのだろうかという問題について考えてみたいと
思います。そしてしめくくりは、即効よりも底力
が大事、子どもを伸ばす親の援助やことばかけに
ついて提案させていただきます。
1．想像力の発達
1.1.	 想像力は「生きる力」である
　まず、想像力の発達についてお話ししましょ
う。想像力は生きる力であると私が認識したの
は、ビクトール・フランクルの『夜と霧―ドイ
ツ強制収容所の体験記録―』という著作を通し
てでありました。ユダヤ人精神科医のフランクル
は、第二次大戦のときにナチスに捕らわれて、非
常に厳しい収容所の生活をしました。家族はばら
ばらに収容所に収容されて、毎日辛い労働に駆り
立てられる、そんな生活を送っていたわけです。
体が弱っていく者は、シャワーを浴びさせてあげ
ると言ってガス室に連れていかれて殺されてしま
うのです。ヒトラーの戦争犯罪の犠牲者の一人
だったわけですけれども、このフランクルが奇跡
的に生き延び、1946 年に連合軍によって解放さ
れました。そのときの体験を記したものが『夜と
霧―ドイツ強制収容所の体験記録―』でした。
　この著作の中でフランクルは、あるエピソード
を書いております。それは、12 月 24 日に自分た
ちは解放されるという噂が伝わってきたわけで
す。人々はそれを聞いて、ああ、12 月 24 日まで
生き延びれば、また元の暮らしを取り戻すことが
できる、ばらばらになった家族に会うことができ
る、そういう思いでみんなその日を指折り数えて
待ちました。
　やがて 12 月 25 日の朝、今か今かと解放の声を
待ちわびる人々の耳に届いたのは、とても残酷な
知らせでした。あれはデマであった。それを聞い
た途端に収容所のあちこちで悲鳴が上がりまし
た。何の故障もない元気な若者たちが、あまりの
ショックでばたばた倒れて息絶えてしまったので
す。
　なぜこんなことが起こったのでしょうか。フラ
ンクルは次のように述べています。「人間が強制
収容所において、外的にのみならず、その内的生
活において陥っていくあらゆる原始性にもかかわ
らず、たとえまれではあれ、著しい内面化への傾
向があったということが述べられねばならない。
元来、精神的に高い生活をしていた感じやすい人
間は、ある場合には、その比較的繊細な感情素質
にもかかわらず、収容所の生活のかくも困難な外
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的状況を、苦痛ではあるにせよ、彼らの精神生活
にとって、それほど破壊的には体験しなかった。
なぜなら、彼らにとっては、恐ろしい周囲の世界
から精神の自由と内的な豊かさへと逃れる道が開
けていたからである」。フランクル自身も、つら
くなると決まって、自分が暮らしていたころの平
和な暮らしを思い出しました。妻と交わした会
話、子どもたちと遊んだ公園の情景、学生たちと
ゼミの時間に議論を戦わせた楽しさを思い出し
て、現実から逃れることができたと述べていま
す。「かくして、そして、かくしてのみ、繊細な
性質の人間が、しばしば頑丈な体の人々よりも、
収容所の生活をよりよく耐え得たというパラドッ
クス（逆説）が理解されうるのである」。“人はパ
ンのみにて生きるにあらず、想像力によって生き
る力を与えられる”、ということを本書は訴えて
いるわけです。
1.2.	「第一次認知革命」―生後 10 か月ごろ	
	 イメージが誕生する
　この想像力は私たちの心にいつごろ宿るのか。
実は、生後 10 カ月のころであります。この時期
のことを、認知発達上、非常に大きな変化が起こ
る時期として、私は「第一次認知革命」と呼んで
おります。生後 10 カ月頃、赤ちゃんの頭の中に
イメージが誕生します。そうしますと、見ている
ものとは別のものを見ることができるようにな
る。積み木を「ブーブー」と言いながら走らせな
がら、頭の中には車のイメージを浮かべている。
目の前のドレッサーを見て、ママがブラシを当て
ていた、その姿を思い出して、自分の体を母親の
体に見立てて遊ぶ、いわゆる「延滞模倣」などが
見られるようになります。
　さらに、記憶し思い出せるようになる。それに
よって体験をイメージの形で思い出すことができ
るようになるのは、大脳辺縁系の海馬という部位
の神経活動が始まることによって可能になるわけ
です。そうしますと、物は見えなくなってもそこ
にあり続けるという「物理認識」が始まります。
このころの赤ちゃんが好きな遊び、「いない、い
ない、バー」という遊びがありますけれども、マ
マの顔が隠れても、また出てくる。イメージの形
で隠れてしまったママの顔を思い浮かべています
ので、その予測どおりにママの顔が見えるとうれ
しいわけですよね。それが「いない、いない、
バー」遊びです。
　これらはいずれも赤ちゃんの頭の中に起こる変
化ですけれども、外から見て、そろそろイメージ
が誕生したかなというふうなことが推測できる行
動があります。それは、他者に問い合わせる行動、
つまり「社会的参照行動」がこの時期から見られ
ます。10 カ月の赤ちゃんを抱っこして歩いてお
散歩していると、向こうから犬がやってきた。そ
れに気が付いた赤ちゃんは、びっくりして目を丸
くします。その後、抱っこしてくれているママの
顔をぱっと見上げて、「何？」というように問い
合わせます。それを社会的参照と心理学では呼ん
でいます。赤ちゃんがびっくりして母親の問い合
わせると母親もますと、「怖くないよ、わんわん
よ、怖くないよ」と答えます。それで赤ちゃんは
やっと安心するわけですけれども、これについて
私どもの研究室で研究をした向井美穂さんの実験
をご紹介したいと思います。
　生後 10 カ月の赤ちゃんとお母さん 100 組に大
学のプレイルームに遊びに来てもらいます。赤
ちゃんがプレイルームの環境に慣れたところで、
赤ちゃんが見たことのない犬型ロボットのアイボ
を見せます。さあ、どうするか。すべての赤ちゃ
ん、100 人ともびっくりしました。ところが、お
母さんに問い合わせたお子さんは 62 名、問い合
わせずに、一生懸命アイボのほうを見ていたお子
さんが 38 名いたのです。
　この子たちが 1 歳半になったときに今度は各ご
家庭を訪問して、同じ実験を繰り返しました。1
歳半ですから、アンヨもできるようになっていま
す。持っていったアイボは、10 カ月のときに見
せたのとは違うデザインのもの、新しいデザイン
のアイボを持っていったわけです。赤ちゃんに
とっては初めて見るものです。社会的参照が起こ
るかなということを観察したわけですが、10 カ
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月のときにお母さんに問い合わせたお子さん 62
名は、1 歳半になっても慌ててお母さんのところ
に近寄って、「わんわん？」とか言いながらアイ
ボとお母さんの顔を見比べています。社会的参照
をしなかった 38 名のお子さんは、お母さんに近
寄るのですけれども、やはり目はアイボに釘付け
で社会的参照は見られませんでした。中にはこわ
ごわと近寄って、それを確かめるような様子を見
せるお子さんもいました。
　この時期、立ち上がるようになりますと、発語
器官が整って、上顎骨が持ち上がり、下顎骨が下
がって、声帯の位置が下がりますので、それまで
聞いていた言葉を自分でも話せるようになりま
す。急速にたくさんの意味ある言葉を話すように
なるので、この時期の言語発達を「語彙爆発」と
呼んでいます。各ご家庭を訪問する 1 カ月前にそ
れぞれのお母さま方に、「お子さんがどんな言葉
を話したか記録しておいてください」とお願いし
てあります。その内容を調べてみると、とても面
白いことがわかりました。62 名のお子さんの発
話語彙の 60％が、「こんにちは」「バイバイ」と
いう挨拶の言葉、「おいチイね」「きれいね」とい
うような感情表現語、残りの 40％が名詞、物の
名前でした。つまり、このお子さんたちは、人間
関係に大変敏感なのではないかということで、私
たちは、「物語型」と名前をつけました。
　一方、38 名の社会的参照をしなかったお子さ
んの発話語彙の 95％までが名詞で、残りの 5％が
「おっこった」「いっちゃった」「ピーポ、ピーポ
いってる」というような動詞でした。つまり、こ
のお子さんたちというのは、物の動きや変化、あ
るいは因果的な成り立ちに関心を持つお子さんと
いうことで、私たちは「図鑑型」と名前をつけま
した。この子たちが幼稚園や保育所に行った後の
遊びを追跡して観察してみますと、物語型のお子
さんは、おままごとが好きです。そして、図鑑型
のお子さんは、プラレールとか積み木を高く塔の
ように積み上げるような遊びが好きでした。
　恐らくこれは、そのお子さんの持っている対人
対物システム、いわゆる「気質」を反映している
ものではないかということで、さらにその研究
は、出生直後のお子さんの気質の検査をして、10
カ月にまたこの社会的参照実験をやってみまし
た。社会的参照するお子さんは人に敏感でした。
　気質は、お父さま・お母さまの遺伝情報、ゲノ
ムから受け継いでくるものですから、同じご夫婦
でも図鑑型・物語型の両方のタイプのお子さんが
生まれる可能性があるわけです。物語型の一番
端っこにいるのがダウン症のお子さん。それか
ら、図鑑型の端っこにいるのがアスペルガー、あ
るいは自閉症のお子さんたちであろうと思いま
す。物語型 62 名のお子さんの 8 割は女の子で、
図鑑型 38 名のうちの 8 割は男の子でした。どう
も性差があるらしい。そうしますと、次の疑問は、
なぜ性差があるのか、性差の秘密を探ってみまし
た。
　脳の機能というのは加齢に伴って局在化してい
きます。場所によって働きが違うわけです。左脳
は「理性の脳」で、言語や計算や社会的な発達を
担う部位が集まっています。それに対して右脳は
「感性の脳」といわれていて、地図を読み取った
り、平面から立体を立ち上げたり、あるいは音楽
を聴くときには右脳がもっぱらその役割を担って
いることが知られています。脳梁というのは、左
脳と右脳を連絡し、制御し合っていますから、私
たちは意識して、いざというときは脳の必要な状
態を動かしながら、しかも左脳と右脳が働いてい
る役割もそれぞれ意識できるような状態にいるわ
けですけれども、やはり脳の部位によって働きが
違うのだということなのです。
　大脳生理学者のゲシュビントとガラバルダが、
1984 年に、生まれた直後の赤ちゃんの脳の成熟
状態を調べてみました。女の子の左脳は右脳より
も成熟状態が進んでいる。一方、男の子は、女児
の遅れた右脳と同レベルの成熟の程度であるとい
う研究結果を『ネイチャー』という雑誌に発表し
ています。神経活動が始まりますと、樹状突起が
生え、軸索が伸びて、別の神経細胞に接するよう
になります。この接するところをシナプスと呼び
ます。信号は軸索を通って他の神経細胞に伝えら
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れます。何度か信号が伝わりますと、軸索の周り
にミエリン鞘という鞘ができますので、ミエリン
鞘に包まれた神経細胞がどのくらいあるかを観察
すると、神経活動がどの程度進んでいるか推定で
きるのです。その方法で調べてみると、女の子の
左脳は成熟の度合いが進んでいるということがわ
かるわけです。
　なぜこういうふうなことが起こるのかといいま
すと、これは受胎して 18 週ぐらいになると、XY
型の染色体の受精卵、将来男の子になる受精卵に
はテストステロンが分泌されます。そうすると、
成長ホルモンにブレーキがかかるのです。そし
て、エネルギーを男性性の発現のために使ってい
くというようなことから、男のお子さんのほう
が、成長がゆっくりしているのです。
　男性と女性とで得意分野が違うのは、脳の働き
や成熟の状態により異なっているためです。
　女性の得意な問題解決は、「か」のつく言葉を
たくさん言ってください、カキ、カラス、垣根、
カメラ、缶詰、監督などたくさんの単語を並べて
いく。これは言葉の流暢さを測定する知能テスト
の課題ですが、女性のほうが、得点が高くなりま
す。それから、女性は一般に手先が器用ですので、
ボードに棒を反対側の溝に速く正確に並べていく
というような指先の器用さを測定する課題によい
成績をとります。
　男性の得意な問題解決としては、頭の中で図形
を回転させる「メンタルローテーション課題」、
「的を射るダーツ」もお得意です。点を 2 つ打っ
て、対角線で折ったら、ぴったりと一致する打ち
方はどれですかという検査は、男性のほうが高い
得点が出ます。アランビース著『話を聞かない男、
地図が読めない女―男脳・女脳が「謎」を解く』
という本がベストセラーになりましたが、脳の成
熟の性差から説明できるのです。
　また、男の子というのはとてもナイーブで、被
損傷性（Vulnerability）が高く、傷つき易いとい
う特徴があります。男の子は遺伝病にかかりやす
く環境ストレスにも弱いのです。それに対して女
の子のほうが強いのですね。ですから、女の子の
ほうが育てやすいわけです。夜泣きも男の子のほ
うが激しい、はしかにかかっても熱が高く出るの
は男の子のほうであります。女の子は育てやすい
けれども、男の子はとても育てにくいのです。
　表 1 は、男女の生存比を示しています。妊娠時
には、女性を 100 とした場合に、男の子になる受
精卵は 120 の割合で着床します。誕生のときに
106 に減っています。おなかの中にいる間に遺伝
病に罹患したり、お母さんが転んだりして流産し
てしまって、少なくなります。18 歳で男女比は
100 対 100 になり、過不足なくカップルができる
だけこの世には男性と女性が存在することになり
ます。
　50 歳になりますと、男性の場合は中間管理職
などになって、上からは責められ、下からは突き
上げられ、ということで非常にストレスが高い。
ストレスに弱いので、たばこを吸ったりアルコー
ルに依存したり、それで肺がんのリスクも高い、
あるいは自殺率も女性に比べて男性のほうが 3 倍
の割合であると言われています。男性と女性の比
率は、95 対 100 になります。
　そして 67 歳で 70、87 歳で 50 と半減して、100
歳の段階では男性は 21、女性は 100、つまり、お
ばあさん 5 人におじいさん 1 人というようなこと
になります。しかし、女性も 50 歳代になります
と更年期障害にかかったり更年期のうつ病にか
かったりします。それから、骨粗鬆症にもかかり
やすくて、それでちょっとつまずいたりして、転
表１　被損傷性（vulnerability）の性差
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倒骨折して歩けなくなる。そして認知症にかかる
確率も高いので、何もわからずに寝たきりで 100
歳を迎えるという女性も多いわけですね。ですか
ら、女性の方も若いうちは元気ですけれども、若
いときに運動と食事と睡眠をしっかり摂って、元
気で 100 歳を迎えてほしいなと思います。
　それで、男のお子さんは、思春期にはとてもナ
イーブで、そして傷つきやすいので、やはり男の
子をお持ちのお母さん方は、本当にかわいがっ
て、大事に、大事に育ててほしいと思います。「男
の子でしょう。泣くなんておかしいわよ」なんて
プレッシャーをかけないで、本当にかわいがって
あげてください。
　女のお子さんは、社会性も発達していますし、
体も大きくて、そして丈夫で、しかも成績もいい、
それで口が達者ですから、すごくハッピー、ハッ
ピーで小学校の時代を過ごします。しかし、ちょ
うど小学校の高学年になってきますと、男の子は
背がぐんと伸びて、のど仏が出てきて、低い声で、
自分の得意な右脳を働かせて、幾何学や地図の読
み解きなどに力を発揮したりするようになります
から、まあ本当にどちらが上か下かではなくて、
特性の違い、男の子と女の子の特性は違うのだと
考えることが大事です。子育てに際しては、女の
子を育てるときに注意すべき点と、男の子を育て
るときに注意すべき点というのは違ってくるわけ
です。
1.3.	 想像は創造の泉
　想像力の話に戻りますと、想像が豊かかどうか
というのは、経験の量によって違います。見えな
い未来を思い描く素材になるものは経験です。五
官を使った体験や疑似体験が含まれますが、経験
が豊かであるほど、イメージの世界というのは豊
かになります。しかし、想像は経験と全く同一の
ものではありません。思い出される経験は断片的
なものですから、目の前の出来事から連想される
断片的な経験を複合したり、脈絡をつけたりする
のに加工作用が起こります。そうすると、何か新
しいものが付け加わるということで、鳥を見て飛
ぶものを連想して、飛行機を考え出したライト兄
弟がいますね。やはり体験が豊かであればあるほ
ど、描き出すイメージというのは豊かなものにな
ります。想像を働かせないと新しいものは生まれ
ません。つまり、想像は創造の泉なのです。それ
で、2 歳と 3 歳の想像力、体験の量というのはか
なり違いますので、それは想像の世界の豊かさも
違います。
　2 歳 5 カ月と 3 歳 8 カ月の女のお子さんの語り
方の違いにご注目ください。3 枚のカード（図 1）
をお子さんの前に置いてお話ししてもらいまし
た。2 歳 5 カ月の子どもは、①「うさたん、ぴょ
んぴょん」②「いてぇー、ころんだよ、石、ころ
んだ」③「エーンエーン、うさたん、エーン」、泣
きまねしながら語りました。2 歳代の語りの特徴
は、言葉が動作を支え、動作が発話を支えていま
す。大脳皮質の手の運動を調整する運動野の部位
と、発語器官をコントロールする部位が隣接して
いるので、発話と手の運動が影響しあい、支え
あっているのです。やがて 3 歳になりますと、言
葉だけで状況を説明することができるようになり
ます。体験の量もたくさん増えてきます。この絵
を見て、あっ、なんかうさこちゃん、楽しそうに
しているな、と想像したのでしょう。①「うさこ
ちゃんがお月さんを見ながら楽しくダンスしてい
ました」②「上ばかり見て踊っていたので、石こ
ろにつまずいて、水たまりに尻もちをついてしま
いました」③「頭から水ぬれになったうさこちゃ
図 1　うさこちゃんのお話を語る
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んは泣いてしまいました」、素晴らしいですよね。
絵に描いてないのに想像を働かせて、解釈して、
その解釈を言葉にしてくれたわけです。3 歳 8 カ
月でこのような豊かな語りができるようになるの
です。
1.4.	 想像力と暗記能力の関係
　ここで暗記能力と想像力の関係を整理しておき
たいと思います（図 2）。私たちの思考活動は答
えが一つに収束するような「収束的思考」と、答
えが複数ある、答えに至る経路も複数ある「拡散
的思考」の 2 つのタイプの思考に分かれます。ど
ちらも材料になるのは、既有知識、獲得した知識
や経験です。
　それを振り返って、加工せずにそのまま取り出
すのが「収束的思考」です。日常語でいう「暗記
能力」です。それに対して「拡散的思考」は、素
材を取り出して、類推を働かせたり因果推論を働
かせたりすることによってイメージをつくり出
す、言語的なイメージや映像的なイメージをつく
り出します。これが日常語でいう「想像力」です。
　この想像力を働かせた結果、つまり拡散的な思
考を働かせた結果、知識は新たに創造されます。
しかし、収束的な思考のほうは暗記能力ですか
ら、出てくるものは、自分が覚えた知識が再現さ
れるだけです。大学入試、センター試験の問題な
どのアチーブメントテストは暗記能力のほうを測
定しているわけです。しかし PISA 調査、OECD
（経済協力開発機構）が世界の義務教育を終わっ
た段階の子どもたちにやっている国際学力比較調
査ですが、これが測定しているのは、拡散的思考、
つまり想像力のほうなのです。このテストの成績
が日本の高校生は振るわないということでマスコ
ミの中でも取り上げられました。PISA 型読解力
というのは、一般の高校生は、先進諸国で最下位
の成績を取ったというようなことで、どうも想像
力や論理力、記述力が、今まで日本の教育の中で
は十分に育っていなかった。入学試験などは、
もっと考える力を試すような、そういう試験だと
か、面接をしたり作文を書かせたりするような試
験にすることで複数回そのチャンスを与えれば、
やはり受験勉強が暗記だけに偏らなくて済むので
はないかと思われます。
　特に想像の世界をつくるときに働く大事な力が
類推であります。類推は、知識獲得の手段として
働きます。知っていることと目の前の情報を比較
して、差異と共通性を見分ける推論のことを「類
推」と呼んでいます。
　例を出しますとおわかりいただけるのではない
かと思いますが、海岸でウニを見つけた 2 歳児が
「ボール」とウニを指差して母親に知らせた。、そ
うしたら、それを聞いた母親は、「ああ、ボール
みたいね。ウニっていうの」。そうすると、また
先に行くとウニがあった。それを見た子どもは、
もうボールとは言わない。「ウニ、ウニあった」
と言いますよね。こんなふうにして人は類推を働
かせて、自分がよく知っていることと関係付けて
情報を取り込んでいるわけです。こうやって子ど
もたちは日々、世界に働き掛けて、周りのことを
知っていく。知識の獲得には類推の働きが不可欠
なのです。
　子どものつぶやきを見ていますと、類推が働い
ていることがよくわかるつぶやきがたくさん拾え
ます。いくつか例をご紹介しましょう。3 歳の男
の子。夕焼けを見ながらおうちに帰ってきた。そ
して夜、窓を開けたら、東の空に満月が見えたと
きの発話です。「ゆうあけ（夕焼け）こあけ（小
焼け）の固まりだ」。さっき帰宅途中で見たあの
夕焼け空がまさにぎゅーっと集まって、固まりに
図 2　「暗記能力」と「想像力」の関係
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なってお月さまになったというようなイメージを
出したのではないかと思われます。
　4 歳の女の子、大きな工場の煙突からもくもく
と立ち上る煙を見た瞬間の発話です。「ここで雲
をつくってたのか」。雲は不思議だな、誰がつくっ
てくるかなと、そんなふうに思っていた、煙を見
たときにこんな発話をしたということです。
　5 歳の男の子、典型的な類推のパターンの発話
をしています。「お母さんはおばあちゃんから生
まれたんでしょう、じゃあ、お父さんはおじい
ちゃんから生まれたの？」。自分のよく知ってい
ることを土台にして、よく知らないことに当ては
めている、そういう発話です。
　6 歳の女の子、お通夜の席で隣のお母さんにひ
そひそとささやきました。「パンダはおめでたく
ない動物なんだね、きっと」。パンダの白黒とお
通夜の席の白黒の幕が結び付いた、その瞬間の発
話です。
　こんなふうに子どもたちが語る言葉というの
は、子どもはどんなイメージを持っているかと
か、どんな類推をしているのかを知るとても良い
手掛かりです。ぜひお子さんの言葉に耳を傾けて
あげてください。
　語る力は幼児期を通してどんどん発達していき
ます。文の文法は 3 歳までに獲得できるのですけ
れども、長い語りをするときの文法は、やはり 5
歳後半ぐらいにならないと獲得されません。ま
た、経験がたくさん積み重なって、語彙も増加し
ていきます。平均的な知能を持った 5 歳児は、1
日に 20 語もの新しい言葉を覚えていくという
データがあります。
　「談話文法」というのは、談話や物語、文章の
時間順序を構成する枠組みです。文法は 3 歳ごろ
までに、談話の文法は5歳後半に獲得されますと、
流れを何しろ語ることができるようになります。
子どもたちの語りをテープに取って、談話の分析
をしてみますと、「起承結構造」、あるいは「起承
転結構造」も見られるようになります。また、「む
かしむかしあるところに」などという枕言葉を使
い、3 度繰り返し事件が起こる、一寸法師のよう
に、「みそっかす」、力の弱い者が解決の鍵を握る
というような演出の語りをするようになります。
幼児期にたくさん読み聞かせをしてもらった子ど
もたちは、常套の演出技法も工夫して、豊かに語
ります。
　先ほどのような絵カードを目の前に置いて、お
子さんたちに語ってもらって、談話文法がいつご
ろ獲得されるかということを調べてみました。私
は 1980 年代に談話文法の獲得について研究して
いたのですが、ある文京区内の幼稚園にお邪魔し
て園長室の片隅をお借りして、先ほどのような絵
カードでお話をつくってもらうという課題を子ど
もたちにやってもらっていたときのことです。
　5 歳 10 カ月のタカコちゃんという子は、5 問全
部お話をつくり終えてもらったので、「お話遊び
はこれでおしまいね。お部屋に戻りましょう」と
いうふうに言ったら、なかなかおいすから立とう
としません。その後、こんなふうに言ったのです。
「私ね、前にね、お話つくったことあるの」「ああ、
本当。何ていうお話？」「星を空に返す方法って
いうの」「覚えてる？　いつつくったの？」と言っ
たら、「夏休み前にね、七夕さんのころだったか
な、お友達のおうちで絵本づくりごっこしてたん
だ。そのときつくったお話なの」「ああ、本当。
覚えてる？」「うん、覚えてる」「お話、聞かせて
くれる？」「いいよ」と言って語り始めてくれま
した。では、タカコちゃんがつくってくれた「星
を空に返す方法」という物語を皆さまにお聞きい
ただきたいと思います。
　（以下、子どもの語りのテープ音声）
　7 月 15 日はうさぎさんの誕生日です。今日は 7
月 15 日、うさぎさんの誕生日だから森の動物た
ちが集まってきました。そして、みんなで食事を
しているときにケーキの陰から星が出てきまし
た。星はみんなに言いました。「ぼくね、空から
おこっちゃったの。だからね、ぼくをね、空に返
して」と言ったら、みんなはびっくりしました。
「空に返すって？」「そうさ、ぼくは空の星さ」
「星？」と、みんなはびっくりしました。そこで、
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ぞうは言いました。「俺に任せてよ」と、ぞうは
その星を自分の鼻に入れると、勢いよく飛ばしま
した。それでも星は、おっこってしまいました。
　そしたら、こんどはみんなで相談をして、うさ
ぎが言いました。「そうだよ、ながーいササを持っ
てこようよ。それに星を乗せてあげてさ、そして
さ、また、そのササをさ、伸ばしてさ、空までさ、
送ってあげるのさ」とうさぎが言うと、みんなは
「そうしよう」と言って、ササを取ってきました。
　その中でも一番ササが長いのを取ってきたのは
ねずみでした。ねずみは、手がゆらゆらになって、
すごく長いササを持ってきました。みんなでその
先に星を乗せると、土の中に埋めて一日待ちまし
た。
　そうすると、そのササは、一日だというのにぐ
んぐん伸びて空に届きました。そして、星は空に
帰ることができました。
　そして、その誕生日が終わったあと、みんなが
家で空を見ると、きらきら光っている、とてもき
れいな星がありました。みんなは、その光ってい
る星を、きっと落ちてきた星だと思ったのです。
おしまい。
　いかがでしょうか。非常に美しい構造を持った
お話に仕上がっております。「7 月 15 日はうさぎ
さんの誕生会」で語りが始まります。誕生会につ
きもののケーキの陰から星が出てくるという事件
が起きます。その星を何とか空に返してあげよう
ということで、体の一番大きいぞうさんが出てく
る。でもうまくいかない。失敗する。どうしよう。
みんなで相談する場面があった中で、そして、う
さぎさんの提案でササを取ってくることにしまし
た。一日だというのに、ササは天まで伸びて、星
は空に帰ることができた。ということで、実は、
みそっかすのねずみさんが仲間たちの中で一番長
いササを運んできたわけですよね。それで、星は
空に帰ることができたわけですが、うちに帰って
空を見たら、とてもきれいな星がある。あれが落
ちてきた星ではないかということで、一同はほっ
とします。うさぎさんの誕生会というエピソード
の中に星の事件の「3 度の繰り返し」と、「みそっ
かすが解決の鍵を握る」という語りの形式を備え
たお話を語ってくれたのです。
　ここで、「一日だというのに」の「のに」とい
う逆接の接続助詞は、こんなことはこの世では起
こらない、でもウソっこのお話だから、こういう
不思議なことも起こる。5 歳後半になりますと、
虚構と現実を区別するようになります。この時期
のお子さんはファンタジーが面白く思えるので
しょう。センダックの「かいじゅうたちのいると
ころ」、林明子さんの、『怪獣がお風呂にいるよ』
のようなファンタジーが大好きです。
2．子どものウソは「嘘」か
2.1.	 ウソは想起のやり損ない？
　子どもはウソをついているように見えることが
あります。子どものつくウソは、悪意の、人の気
持ちの裏をかくような「嘘」をつけるのでしょう
か？ ここで「ウソ」のからくりを探ってみま
しょう。
　ある出来事は、起こった順番が大切です。一つ、
石投げ事件の例を出したいと思いますが、これは
私の娘が 4 歳のときに実際に起こったのです。娘
がぶつけられたと言って泣いて帰ってきたことが
あって、私は娘の手を引いて、そのお宅に行って
えらい恥をかいた、その事件なのですが、ちょっ
とおなじみの方たちに演じてもらおうと思いま
す。
　4 歳の拓哉君が慎吾君に石を投げた。お返しに
慎吾君が拓哉君に石を投げ返しました。拓哉君が
泣いてお母さんのところに走っていきます。拓哉
君は母親に「慎吾君に石投げられちゃった」と訴
えます。つまり、慎吾がしかられるということに
なりますが、では拓哉君はうそをついたのでしょ
うか。こういうふうな記憶の変化というのはよく
起こります。心の中の観念の系列は、A が起こっ
て、次に B が起こって、そして、さらに C になっ
たと。ところが、場合によったらBが忘れられて、
A と C の連絡が強くなったり、あるいは最初の
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ころを忘れてしまったために B と C だけが記憶
に残っている、ということで、今の例では、因果
関係が逆転してしまったわけです。拓哉がお母さ
んを探しているうちに石を投げられたという最新
の体験の記憶だけが強められる。心理学でいう
「親近性効果」が起こってしまったわけで、決し
て拓哉君がうそをついたわけではないのですが、
記憶が違ってしまいウソをついたように見えるの
です。この種の子どものうそはよく見られます。
　では、大人はこういうウソをつかないのでしょ
うか。これは、フォン・リッツ（von Liszt）と
いう犯罪心理学者の論文から、古い研究なのです
が、von Liszt 教授が講義をしているときに起
こった出来事です。A という熱心なクリスチャ
ンの学生が、「キリスト教の立場から問題を明ら
かにしたい」と、意見発表を始める。そうしたら、
イスラム教徒の学生がその中にいまして、「そん
な立場に立てるもんか」と反論しました。それを
聞いたクリスチャンの学生が怒って、「ばかにし
たな」と言って、ピストルを構える。そうしたら、
イスラム教徒の学生が A に飛びかかった。それ
であわやという、間一髪のタイミングで教授が二
人の間に入って事を収めたのです。その直後に、
「今目撃した、見たことを思い出してこの用紙に
書いてください」と言って学生たちに書かせたわ
けです。そうしましたら、直後であったにもかか
わらず、そのレポートには情報が省略されたり、
別の情報が付け加わったり、さらに情報がゆがん
でいたり、そして、実際にピストルを構えたのは
イスラム教徒の学生であったとひっくり返ってい
たり、そういう誤りが多くみられたということで
す。ですから、大人だってパニック状態になれば、
記憶や想起の間違いから、ウソをついたように見
えるわけです。
2.2.	 想起するとは再構成することである
　想起する、思い出すというのは、すべて再構成
であるということをイギリスのケンブリッジ大学
のバートレット（Bartlett）が『想起の心理学』
（1932 年）という本の中で証明しております。経
験は、再現される文脈に合うように再構成される
のだというのです。文の伝言ゲームだとか、絵の
伝達ゲームでそのことを検証しております。バー
トレットは社会心理学者ですので、文化がどう
やって人から人へと伝わっていくのかということ
を検証するために、実験社会心理学の手法を使っ
て、「思い出すことは再構成」ということを証明
したのです。
　（1）	 絵の伝達ゲーム：バートレットのデータを
お目に掛けたいと思います。無意味な絵を1分間、
最初の学生に提示します。その学生が思い出して
描きます。そしてその学生は、後ろの学生に自分
の描いた絵を 1 分間見せる。こうやってリレイし
ていくと、無意味だった絵が、意味のある絵に変
わってしまいます。オリジナルの無意味の絵が、
1 人目、2 人目、3 人目、4 人目、5 人目、6 人目、、、、
と想起してもらうと、18 人目には、黒猫が後ろ
向きで座っているという絵に変わっていってし
まったのです（図 3）。
　つまり、うそから出た誠というのはよくあるわ
けで、人から人へと伝わるうちに尾ひれが付いて
しまうわけです。想起した、思いだした情報は、
意味不明なとき、私たちは、それを何とか意味あ
るものにメークセンスしようとするように、別の
出来事を想像で付け加えてしまうという、これは
意識しなくても自然にどうもやってしまうらしい
のです。つまり、「尾ひれが付く」ということが
起こります。良い場合は「創造」で、悪い場合は
図 3　無意味な図が黒猫に変わってしまった
原画
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「ウソ」の可能性もあるわけですね。
 （2）	 豊川信用金庫の取りつけパニック：1973
年に愛知県の豊川信用金庫の小坂井支店で起こっ
た取り付けパニックの例をご紹介しましょう。ウ
ワサの発端は 12 月 8 日の朝のことでした。電車
の中の女子高校生の会話から起こりました。豊川
信用金庫に内定した A にお友達が、「信用金庫な
んて危ないわよ」と言ったのです。そうしたら、
豊川信金とは言ってないのですが、それを聞いた
A は、「え？　豊川信金、それでは」と思っ
てしまって、下宿先の叔母にそれを伝えます。そ
の下宿先の叔母は、その兄嫁に電話で、「悪いう
わさがあるわよ」と伝えます。その兄嫁が、また
美容院の女主人にそれを伝えます。そうしたら、
その美容院の女主人は、パーマをかけに来た親戚
の女性に、「ちょっと豊川信金、危ないみたい」
この会話を小耳に挟んだのが小坂井町のクリーニ
ング店主でした。そして、うわさはここでいった
ん止まり、そのうわさの舞台が小坂井町に移りま
した。
　そして、10 日はいったん静まりました。再燃
したのが 13 日の午前 11 時半、クリーニング店に
電話を借りに来た男が、「豊川信金に行ってすぐ
120 万円下ろして」と奥さんに電話をかけた。そ
れを聞いたクリーニング店主とその妻、「あっ、
うわさじゃなくて本当だったんだ」というわけ
で、まず妻が虎の子の 180 万円を引き出す、そし
て、夫と妻で手分けして、友人・知人・得意先へ
知らせてやります。そして、その知人の中にアマ
チュア無線をやっていた人がいましたから、当時
の飛び道具によってそのハム仲間へそれが全部伝
わってしまった。それで一斉にお金を下ろしに
行ったので、小坂井支店はつぶれてしまいまし
た。
　このようなデマが真実みを帯びて実行行為にま
で至ってしまうというような背景には、人々の中
に不安感があるわけですね。その 7 年前に中日本
産業という金融機関がこの地域では倒産しており
ますので、人々の中に金融機関は危ないのではな
いかと、そんな不安感が背景にあって、人々を実
行行為へと駆り立ててしまったのです。いわゆる
嘘から出た誠となってしまったのです。
　（3）	 甲山事件：西宮市の甲山のふもとにある養
護施設で起こった「殺人事件」を例にとりあげま
しょう。山田さんという保育士さんが犯人だとさ
れて、実刑判決を受けた事件です。山田さんが犯
人だとされたきっかけは、4 人の子どもたちの証
言によるものでした。事件の夜、保育士の山田さ
んが悟君を非常口から連れ出すのを見た、「見た」
と言ったわけです。犯人特定の決め手になった証
言は、1 人は事件から 15 日たった後のものだっ
た。3 人は 3 年以上も後の供述です。過去の記憶
は現在の物語です。目撃証言は、今現在の語りの
中に生み出された過去なのです。解釈されたもの
としての語りが供述なのです。警察や判事などの
前で語られ、解釈されて初めて目撃証言になって
いる。つまり、解釈には聴き手のバイアスが影響
します。検察が、もし山田さんが犯人ではないか
というようなバイアスを持っていたとしたら、山
田さんが犯人となるような供述を引き出してし
まっている可能性があります。
　このようにして証言が変わっていく共同構成の
源には「会話協力の原則」が働いています。特に
供述を取る場合に、裁判などでは質問を繰り返す
ことがよくあります。裁判長や弁護人、あるいは
検察も質問を繰り返すのですが、答えが明らかな
場合は、私たちは質問を繰り返しません。コミュ
ニケーションを冗長にしないためのルールが働い
ているからです。会話協力の原則というものにつ
いて Grice という社会言語学者は、4 つの原則が
働いていると述べています。①「量の原則」必要
十分な情報を提供せよ。②「質の原則」真実を述
べよ。③「関係の原則」相手の発話に関係付けて
自分の発話をつくれ。④「様態の原則」文法や秩
序ある簡潔な表現をつくれ。この 4 つの原則が働
いているためにスムーズな会話が展開していくの
だと述べています。私は、幼児もこのような会話
協力の原則を使っているのではないかと考え、何
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歳ごろからこの原則を使った会話をするかを実験
してみました。5 歳後半すぎの子どもは、この
ルールを理解しているということが確認できまし
た。大人が質問を繰り返しますと、子どもは、同
じように答えてはいけないのかなとか、今の答
え、違っていたのかしら、と思うのです。それで、
質問者の期待を敏感に察知して、大人の期待に応
ずるように、ほかの答えを探そうとします。
　そこで、甲山事件の裁判の速記録を日弁連から
取り寄せて分析してみました。同一の質問を反復
して、回答を引き出した箇所が何カ所も見つかり
ました。弁護人はこう言っています。「最初の廊
下の入り口の境のところから見たときその人の顔
は見えたの？」、子どもは黙っています。記憶が
はっきりしないのでしょう。「最初に見たときだ
よ」と、こう言った。そうしたら「いいえ、見な
かった」という答えを出しています。それから、
裁判長がよく A か B かで答えなさいという言い
方をすることがあります。「択一式、クローズド
クエスチョン」へと切り替えて、一方の選択肢を
強制的に選択させてしまうということをやってい
るのですね。弁護士、「その後ろの人と悟君との
間やけどな、これは体がひっつくくらいかな？」、
子どもは黙っています。どうも記憶がはっきりし
ないらしい。そこで裁判長が介入しました。「ひっ
つくぐらいかそうでないかでまず答えてくださ
い」、わからないという答えを許さないという質
問の仕方です。でも子どもは、やはり答えられな
いものは答えられませんから、黙っています。そ
うしたら弁護士がこう言います。「体がひっつく
ぐらいかそうでないかでまず答えてください」、
もう子どもは観念します。しばらくポーズがあっ
た後に、「ひっつくぐらい」、テープがないのでわ
かりませんが、恐らく消え入りそうな声で、自信
なさそうに答えたのかもしれないなと思います
が、日本ではテープを材料にすることはできませ
んから、書かれた記録からしか読み解くしかあり
ません。
　それから、ノー、いいえと答えていたのに、質
問を繰り返されることでイエスへと変わってし
まった箇所も何カ所も出てきました。「さっき男
子トイレから玄関通って女子棟のほうへ行ったと
言ってくれたね」「はい」「そのとき君が歩いて
いって、男子棟廊下とか玄関とか女子棟とか、誰
かおりましたか」「いいえ」と、間髪入れずに答
えています。「女子棟の廊下には誰かいたのか
な」、子どもは 1 分 15 秒黙っています。だって、
「いいえ」と答えているのですから、変なこと聞
くなと思っているでしょう。弁護士、「質問、わ
かってますね」「はい」「質問、わからなかったら
もう一度言ってちょうだいと言いなさい」、裁判
長がここでもう一度言います、子どもは「はい」
と、素直ですから、「はい」。弁護士、「女子棟の
廊下に誰かいたのかな」、3 度目です。子どもは
しばらく沈黙した後に、「悟君と澤崎先生いた」
「それは、君、見たわけね」「はい」。子どもは「悟
君と澤崎先生がいた」と答えているので、ここで
は「はい」と言わざるを得なかったわけです。そ
こで、「いいえ」が「はい」に変わってしまった
のですね。
　こうして山田さんが犯人というふうに仕立てら
れていっている。事件直後の供述では、山田さん
が悟君を連れ出した時刻や文脈が違っています。
日常的な記憶を語った可能性があります。繰り返
しの事情聴取の中で殺人事件の文脈に整合的に
マッチするように情報が変容してしまっていま
す。質問者の思い込みが、思い込みを支持する供
述を引き出してしまっている。自分の思い込みに
都合のよい供述を引き出すことを犯罪心理学では
「確証バイアス」と呼んでいます。この事件の供
述の取り方でも、裁判の進め方の中でも確証バイ
アスが働いていたのだと思っています。
　さらに、証言した子どもは知的障害があります
ので、体験していない虚構を記憶したり、自分で
構成したりできないから、真実のはずだと供述過
程の分析を怠っているわけです。山田さんも最後
は自白しました。自白と言っても「私がやりまし
た」とか「突き落としました」と言ったわけでは
なく、「すみません」と言ったのです。検察側は、
「これで落ちた」ということで立件することに
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なったのです。山田さんは、連日の過酷な状況で
の取り調べに神経が参ってしまって、国選弁護人
との接見も十分に行われない中で無意識のうちに
やったと思い込まされ、心が弱っているときに
「すみません」と言わざるを得なかったのです。
つまり、山田さんは虚偽の自白を強要されたわけ
です。
　これを立件したのは、あの村瀬さん、厚労省の
局長をえん罪に追い込んだ大阪地検です。大阪地
検というのは、東京地検をいつも競争相手に思っ
ていますから、相当無理な取り調べをするところ
で有名なところなのですね。それで、ここで証言
の信用性は極めて低いと言わざるを得ないわけで
ありますが、このときは私たちが「法と心理学会」
を一緒に立ち上げた浜田寿美男先生（奈良女子大
学名誉教授）が供述分析のやり直しをして、意見
書を裁判所に提出しました。そこで、裁判のやり
直しが行われて、逆転無罪を勝ち取りました。し
かし、山田さんの心には大きな傷が残ってしまっ
て、二度と保育の場に戻れなくなったのです。や
はりえん罪というのは絶対に避けなければいけな
いと思います。
　（4）	 口承文芸の変遷過程：口承文芸も時代とと
もに変わっていくことが知られております。時代
とともに洗練されていきます。平安時代の物語は
作者が不明でした。『源氏物語』も『紫式部日記』
がなければ、誰が作者かはわからなかったと思わ
れます。作者の名前は、当時は作品に記さないと
いう習慣でした。しかも印刷術がありませんか
ら、印刷ではなくて、筆で全部書き写して写本し
ていますので、作者以外の他人が手を加える余地
が大いにあります。『伊勢物語』については、片
桐洋一先生という国文学者が丁寧に調べているの
ですが、一人の作者がつくり上げたものではな
く、少なくとも 3 回以上、70 年以上にわたって
増補されつつ成長増殖してきたことが明らかにさ
れています。
　根拠とされたのは、意味的に重複し、繰り返し
ている部分を一つにまとめたり、注釈がある時代
のもののほうが増えたり、感情表現が多くなって
くる、そして、文の配置場所が変わっていて、原
文よりも構成が巧みになっている、情景描写が増
えている、これは伊勢須磨地区に住んでいない人
にとってもその情報がわかるように、全国に向
かってこの写本が広がっていったのだということ
がよくわかります。文体が違っているところもあ
るというような証拠から改訂というものが起こっ
たのだろうと考えられます。
2.3.	 ファンタジーの技法―「可逆的操作」
　ファンタジーの技法でよく使われるのは「夢の
中の出来事」という演出です。この技法には「可
逆的操作」が使われます。「なぜなら、だか
ら」と理由づけたり、「夢の中の出来事」が語れ
るのはいつごろからだろうか疑問をもち、私はこ
んな実験をしてみました。この 2 枚の絵カードを
見せて、まさお君が石につまずいて転んでしまっ
た、そして、血が出て泣いていますと、順番につ
なげるような、そういう絵カードを示す場合と、
まさおちゃんがけがして泣いています、だって、
さっき石につまずいてしまったからです、後から
理由を言ってもらうような逆向条件を選びます
と、逆向条件を語るというのは幼児にとってはと
ても難しいのです（図 4、5）
　子ども「うーん、本当は芽からアサガオになる
んだけどな」⇒大人「うん、そうね。でもこっち
からつくれないかしら？」というふうに言います
と、子どもは「うーん、アサガオが小さくなって
芽になった」というふうに語ってしまいます。5
    䐠㻌䐟㻌 図 4　順向条件
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歳 10 カ月ぐらいの子ですと、子ども「本当はこっ
ちからでしょう？」⇒大人「うん。でも、こっち
が先でこっちが後というのは変えないで、こっち
からお話ししてくれる？」と頼みますと、子ども
「うーん、アサガオが咲きました。アサガオが咲
いて、種ができたので、種をまいたら、また芽が
出ました」と語ります。やはり語る順番に出来事
が起こったと見なしたい、そういう心の傾向が非
常に強いのだということがわかりました。小学校
の 1 年生になる直前まで逆向条件がうまくできな
いということなのです。
　子どもは 2 歳ごろから「だって○○だもん」と
いう言い方をします。その言い方をこの場面で思
い出してもらったらどうか試してみることにしま
した。「お人形さんの足がとれちゃった」 〈だっ
て、さっき〉「みほちゃんとまりちゃんが両方か
ら引っ張りっこしちゃったから」こんなふうに
「だってさっき」というつなぎのことばを入れる
と、うまく言えるでしょう。「じゃあ、試してみ
てくれる？」と、3 回まねしてくりかえしてもら
いました。そうしましたら、見事に 5 歳後半すぎ
の子どもは逆向条件において因果律でつなげるこ
とができることが確認できました。すなわち幼児
期の終わり、5 歳後半から、可逆的操作が使える
ことが確認できたのです。
2.4.	 虚構と現実の区別がわかるか
　ウソとホントを区別するのはいつごろからか、
加用文男先生（京都教育大の発達心理学の教授）
のデータからご紹介しますと、お砂場で砂団子を
つくっている子どもたち、加用先生がいつものよ
うに観察をしていました。加用先生が自分たちを
見ているのに気づいた子どもは、加用先生に「お
団子、どうぞ」と差し出します。「ありがとう、
ごちそうさま」、パクッと口の中に入れて、ぺっ
と捨てるのですが、このパクッと入れた瞬間の反
応を記録しています。3 歳の子どもたちは、パ
クッと口に入れても平気で遊びを続けています。
図 6-1　逆向条件「あさがお」5 歳前半
㻌 㻌 㻌  䐠㻌 䐟㻌図 5　逆向条件 図 7　訓練：3 度だけ真似してもらうと　　 	⇒逆向きにつなげることができた！
図 6-2　逆向条件「あさがお」5 歳後半
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4 歳は、びっくりして目をまん丸くしたり、困っ
たことが起こったなともじもじしたり、中には涙
目になってうつむいてしまうお子さんもいます。
5 歳になると、「本当に食べちゃ駄目よ、うそっ
こで食べるまねすんの。お砂ってばっちいんだ。
ママが言ってたもん。猫ちゃんがお砂場におしっ
こするかもしれないって」。「かも」とか「かもし
れない」とか、「うそっこ」「本当」というのを会
話の中でも使うようになります。中には「あ、い
けない。先生、この人、砂食べはった」というふ
うに自分の担任に言い付けたりしたお子さんもい
たそうです。つまり 5 歳後半すぎ、年長組になる
と、ウソとホントをはっきり区別することができ
るようになることが確認されました。
2.5.	 幼児は他人の視点に立てるか	
	 ―「展示ルール」の獲得
　子どもは相手の気持ちがわかるか、相手の視点
に立てるかを調べてみました。「うさこちゃんは
赤い色が嫌いなの。うさこちゃんのお誕生日にお
ばあちゃんが赤いブーツをプレゼントしてくれた
んだって。さあ、うさこちゃんはどうするかしら、
何て言うかしら。」これは、「展示ルール」つまり、
人目を気にして振る舞い方を変えることができる
か、他人の視点に立つことができるか、人の気持
ちを思いやるのはいつごろから出てくるかを調べ
るための実験を行いました。3 歳児は、すぐに答
えてくれます。「いらないよ」と言います。「どう
して？」と尋ねると、「赤嫌いなの」とすごくわ
かりやすいのです。5 歳児は正反対の答えをしま
す。「喜んでもらう。ありがとうって言う。だっ
ておばあちゃんがせっかくくれたんだもん。僕
だったらそうするな。でもね、僕の本当のおばあ
ちゃんは、僕の嫌いなものはくれないけどね」と
いうふうに付け加えます。4 歳児はもらうという
子ともらわないという子が半々でした。「もらう」
と答えても、「でも、赤、嫌いだしな」、「いらない」
と答えても、「おばあちゃんがくれたんだし」
と迷いに迷って、なかなか決断ができないので
す。
　4 歳の時期って本当に大事な時期です。賢い 5
歳のときに向かって頭の中では忙しく働き始めて
いるときで、しかも解決がなかなかつかない時期
なのです。ですから、4 歳のお子さんと付き合う
ときは、大人は待ってあげてほしい。「待つ」、「急
がない」、「急がせない」ことが肝心です。この時
期のお子さんにかけたいことばは「3 つの H」の
ことば、「ほめる」「はげます」「（視野を）ひろげ
る」という 3 つの H の言葉をかけてほしいと思
います。
　私は、4 歳は「恥ずかしがりやの 4 歳児」とい
うニックネームをつけていますけれども、4 歳と
いうのは幼児期の中で一番大事な、認知発達が劇
的に進む「第二次認知革命」前夜なのです。4 歳
児はこんな思いで暮らしています。『灰谷健次郎
の保育園日記』から、4 歳のてっちゃんの発話を
ご紹介しましょう。「てっちゃんはあとからかん
がえてるの。だから、はやく、おはなしできない
の、てっちゃん、いろんなことばおぼえたいの、
てっちゃんのあたまにおしゃべりすることいっぱ
いあるんだから」。
　では、結論を申します。幼児期には、意図的な
偽りというのはないのです。大部分は、出来事を
思い出し考えているうちに、話全体の筋道を変え
てしまうような結合が付け加わるために起こるこ
とです。体験の想起は再構成だと申しました。思
い出してください。故に、子どものうそは、大人
の考えるような悪意のうそ、口で虚をつくるよう
な「嘘」ではありません。
　知識というのは個人の頭の中にあるものではな
図 8　5 歳後半～可逆的操作が使える
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く、会話を通して社会的に構成されるものです。
会話するうちに話の筋が通るように協働で加工し
てしまうわけですね。「うそついたでしょう」と
非難・叱責された子どもは、5 歳後半すぎならメ
タ認知が働き始めますから、「これがうそなの？」
と気付き、うそをつこうとするのですが、うまく
はつけません。小学校低学年まで、9 歳くらいま
では、うそをつこうと思ってもうまくはつけない
のです。「クイズ出すね」と言って答えも言って
しまったり、どぎまぎしながら言うので、「うそ
でしょう」と言うと、「ばれたか」という顔をし
たりします。とにかく悪意のうそというものを、
つこうにもつけないのがこの段階なのです。従っ
て、子どものウソは、大人の考えるような悪意の
「嘘」ではありません。大人が子どものウソを悪
意の「嘘」に変えてしまうわけです。ですから、
幼児期～児童期初期の子どもをしかるときに、
「うそでしょう、うそをついた人はいけないんだ
から」のような言葉は禁句なのです。
3．学力格差は幼児期から始まるか
3.1.	 日本の学力低下問題―活用力；	
	 「言語力」「考える力」「記述力」の欠如
　学力格差は幼児期から始まるかについて考えて
みたいと思います。
　経済協力開発機構（OECD）が 2012 年～3 年
ごとに、義務教育終了段階の 15 歳（高校 1 年生）
6,000 名を対象にして国際学力比較調査（PISA
調査）を実施しています。日本の高校生は情報を
読み取り、論理的に組み立てたり、記述する力が
欠如しているという結果が出ており、先進諸国の
中ではこのテストの成績が低いのです。
　それから、文科省が実施している全国学力学習
到達度調査は小学校 6 年生・中学 3 年生の全員が
毎年受験します。このテストの結果も、PISA 調
査と同様、暗記で答えられる基礎的・基本的な学
習内容はおおむね理解しているのですが、活用力
が不足しているという結果が出ています。文章題
で得点が伸びず、3 割程度しか取れないのです。
日本の子どもたちは、知識・技能を活用して思考
し、表現する力に課題があるということが明らか
になりました。
　そこで文科省は、2010 年に教育課程を改訂い
たしまして、ゆとり教育から主要教科中心の教育
へと路線変更しました。総合の時間を削減し、音
楽とか体育とか図工とか技術家庭科の時間数を減
らして主要教科を増やしました。カリキュラム改
訂をして臨んだ 2010 年、活用力、論理力や記述
力は改善しませんでした。おまけに、文科省の幼
稚園課では、幼稚園卒のほうが保育所卒の子ども
よりも学力が高いということまでマスコミに発表
したのです。2011 年、2012 年には、理科も加わ
りました。しかし、文章題はふるわない。平均が
28 点ぐらいで、教育課程改善の効果はみられな
かったのです。
　OECD の「言語力」とは、確かな学力をつけ
るための基礎であり、すべての教育活動の基本に
なります。言葉は、確かな学力を形成するための
基盤で、他者を理解し、自分を表現し、社会と対
話するための手段で、知的活動や感性・情緒の基
盤となるものです。では、論理的な思考を育てる
にはどうしたらいいかということで、いろいろな
ところで、言語力や記述力を育成する取り組みが
始まっています。
　私は、2010 年に文科省の幼稚園課がマスコミ
に発表した幼稚園卒者が保育園卒より学力テスト
の成績が高いという結果に注目しました。学力格
差は幼児期から始まっているのでしょうか？ そ
の問題をデータに基づき検証してみたいと思いま
した。
3.2.	 学力格差は経済格差を反映しているか？
　教育社会学者やマスコミでは「学力格差は経済
格差を反映している」と指摘しています。朝日新
聞でも一面トップで「東大生の親が一番金持ち」
という記事を載せています。果たしてそれは本当
なのか、経済格差は、子どもの発達や親子のコ
ミュニケーションにどんな影響をもたらしている
のだろうかということに興味をもち、幼児のリテ
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ラシー（読み書き能力）の習得に、経済・社会・
文化的な要因がどのように影響しているかを明ら
かにするため、2007 年 4 月～2012 年 3 月まで、
日本・韓国・中国・ベトナム・モンゴルの国際比
較・短期追跡研究を実施いたしました。各国の幼
児、3・4・5 歳児 3,000 名ずつ、すべて個人面接
でリテラシー能力のテストをいたしました。その
保護者に家庭の所得や蔵書数、あるいはどんなし
つけのスタイルを取っているのか、などを調べま
した。
　また、その子たちを担任している幼稚園・保育
所の先生方にもアンケート調査をいたしました。
　では、日本の調査結果をご紹介しましょう。図
9 は日本の子どもの読み書きの 2009 年度の調査
の結果を示しています。家庭の所得低群は 700 万
円未満、所得高群は 700 万円を超えています。東
京都内の幼稚園・保育所の子どもと保護者に協力
していただいたものですから、700 万円が中央値
で全国の子育て世帯の平均所得 691 万円とほぼ匹
敵していると思われます。所得はテストにどのよ
うに影響しているかをみてみると、71 文字の「ひ
らがな読みテスト」と、それと指先の運動調整能
力を測定するための「模写テスト」の得点は 5 歳
になると家庭の収入による影響は受けなくなりま
す。
　しかし、語彙能力、これは、知能テストの代わ
りに実施した、「絵画語彙検査」で測定いたしま
した。これは世界でよく使われている検査です。
対象国でも標準化されているので知能テストの代
わりに使いました。絵画語彙検査は 4 枚の絵カー
ドから該当するカードを指ささせるのです。たと
えば、「“三輪車” は？」⇒三輪車の絵を指す、「“赤
い” は？」⇒赤い靴を指す、「“こぐ” は？」、子ど
もがブランコをこいでいる絵を指せば正解です。
指さしで答えさせるので、3 歳でも簡単に応じら
れるテストなのです。これは知能との相関が非常
に高いことで知られていて、知能テストをやる
と、1 人 2 時間ぐらいかかりますが、絵画語彙検
査では、5 ～6 分という短時間でその子の知的能
力を測定することができます。
　何と、語彙能力は収入の差が顕在化いたしま
す。0.001％水準という、非常に高い確率で、高
所得層の子どもの語彙得点が高いのです。
　高所得の家庭では、早期教育や塾に行かせてい
るのかなと思って調べてみますと、確かに習い事
をしている子どものほうが、していない子どもよ
りも語彙力が高いのです（図 10）。しかし注目す
べきは、芸術・運動系、ピアノ・スイミングを
やっているお子さんと受験塾や英語塾に行ってい
るお子さんとの間には全く差がありませんでし
た。
3.3.	 体操教室に行っている子どもは運動能力	
	 が低く、運動嫌いも多い
　杉原隆東京学芸大学名誉教授が全国幼児 3・
4・5 歳児、9,000 名を対象にして運動能力の発達
について調査し、2012 年 3 月に結果を発表され
ました。杉原先生の調査では驚くような結果が明
らかになりました。体操教室やバレエ教室、ダン
ス教室に通っている子や、体操の時間を設けてい
図 9　リテラシーの習得に経済格差は影響するか？
図 10　習い事の種類と読み・書き・語彙との関連
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る一斉保育の幼稚園や保育所に通っている子ども
の運動能力が有意に低く、運動嫌いの子どもも有
意に多いのです。なぜかというと、第一に、特定
の部位を動かす、同じ運動を繰り返している、第
二に、説明を聞いている時間が長くて、動き回る
時間が少なくなっている、これは、一四の心を込
めて耳をすます「聴き方」ではないのですね。幼
児の聞き方というのは、耳を門の内に閉じ込め
て、雑音のように聞き流す「聞き方」なのです。
第三に、人目を気にする 5 歳後半過ぎから急に運
動嫌いが増えるというのです。5 歳前半までは競
争心を持つことはありませんが、5 歳後半過ぎに、
前に述べた「展示ルール」が獲得されると、ほか
の子に比べて自分ができないと嫌になってしま
う。そこで運動嫌いになるということが起こるの
ではないかと杉原先生は推測しておられます。
　では、子どもを運動嫌いにしない解決策は何
か、それは自由遊びをたっぷりすることだと指摘
しておられます。「幼稚園や保育所では、好きな
遊びの中で運動遊びが楽しくなるように工夫した
らいい。しかし、自由にさせると体を動かさない
子どももいる。運動遊びの楽しさを知ってもらう
ような環境をつくってはどうか。遊びとのバラン
スが大事だ。手遊び歌や運動遊びやイメージ表
現、挑戦など、高い上の物を取る、さまざまな活
動が体験できるように配慮してはどうか。」と提
案しておられます。江戸川大学のキャンパスの中
に附属保育所がありますが、とてもすてきな空間
が用意されていて、生活するだけで運動能力が
育っていくように、実に巧みに環境が用意されて
います。ぜひお帰りがけに附属の保育所をちょっ
とお立ち寄りいただいて、その環境をご覧いただ
きたいと思います。
3.4.	 保育形態と語彙テストの成績は関係がある
　杉原先生の調査では、子ども中心の保育、いわ
ゆる自由保育の幼稚園や保育所に通っている子ど
もが、運動能力が高いと報告しておられます。私
の調査でも同様に、保育形態によって語彙テスト
の成績が違ったのです。一斉保育でお勉強をして
いる幼稚園や保育所よりも、一日中好きな遊びを
好きなだけ遊んでいる、「子ども中心の保育」「自
由保育」で育っている子どもの語彙得点が高いの
です。これは家庭の収入をつり合わせたところで
出てきた相関関係ですから、非常にはっきりとし
た相関関係で、0.001％水準で有意なのです。幼
稚園か保育所かの違いではなく、子どもの主体性
が大事にされ、一日中好きな遊びを好きなだけ遊
べるような「子ども中心の保育」や自由遊びの時
間の長い環境で過ごす子どもの語彙力が豊かなの
です（図 11）。
3.5.	 しつけスタイルと語彙テストの関係	
	 ―相関関係と因果関係
　しつけスタイルと語彙能力の間にも同じような
結果が出ました。語彙得点が高い子どもは、「共
有型」しつけを受けている、語彙得点が低い子ど
もは、「強制型しつけ」を受けているのです（図
12）。
図 11　保育形態による語彙力の差
図 12　共有型で、なぜ語彙力が向上するのか？
ー絵本共有場面と問題解決場面ー
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　共有型しつけとは親が子どもの主体性を大事に
していて、親子の触れ合いを大切に、子どもと楽
しい経験を共有したいと思って育てているしつけ
スタイルのことです。共有型しつけスタイルをと
る親のもとで、子どものリテラシーの得点・語彙
得点、ともに高くなるという相関関係が出てまい
りました。これは、一つ一つの要因を統制しなが
ら、どの要因がリテラシー得点と相関するのかを
析出する統計法（共分散構造分析）にかけて得ら
れた結果ですので信頼ができます。
　逆に、子どもをしつけるのは親の役目、悪いこ
とをしたら罰を与えるのは当然です、力のしつけ
を多用しています、というようなご家庭、「強制
型しつけ」をしているご家庭では、高所得層で
あってもリテラシーの得点・語彙得点ともに低く
なるという結果が明らかになりました。
　この子たちが小学校の 1 年生になり、3 学期に、
国語学力テスト―PISA 型読解力の 1 年生版テ
スト（読解力・論理力・記述力を測定する）を受
けてもらいましたら、幼児期のリテラシーの能力
と小学校 1 年生での PISA 調査、国語学力と語彙
力には関連がある。幼児期に手先を使う遊びをた
くさんしていて、模写力の成績が高かった子ども
は、1 年生の国語学力テストの成績が高くなりま
す。同じ子どもを追跡しての結果ですから、しつ
けスタイルとテストの成績の関係は「相関関係」
ではなく「因果関係」です。また、幼児期に語彙
が豊かだった子どもは、小学校 1 年生の国語学力
テストの成績が高いのです。幼児期に共有型しつ
けを受けていた子どもは、小学校になってからの
国語の成績が高い。強制型しつけを受けていた子
どもは、小学校になってからの国語の成績が低い
という因果関係が明らかになりました。
3.6.	「共有型しつけ」と「強制型しつけ」のも	
	 とで起こる母子相互作用の違い
　共有型しつけと強制型しつけのもとで、母親の
働きかけ方が違うのでしょうか。親子のコミュニ
ケーションに違いがあるでしょうか。この問いを
明らかにするため、900 万円以上の高所得層、そ
して母親は大卒・大学院卒の高学歴で専業主婦の
ご家庭を 60 組抽出し、「共有型しつけ」30 組、「強
制型しつけ」30 組を選び、親子のやりとりを観
察させていただきました。まずブロックパズル課
題（積み木を貼り付けて、絵を完成させるという
課題）を親子で解いてもらいました。
　強制型しつけを受けている子どもは親の顔色を
窺うことが多いのです。「僕、これからやろうか
な」と、チラッと母親の顔を仰ぎ見るのです。す
ると母親は、「そっちは難しいわよ。まずこっち
をやって、次にこっちをやりなさい」と指示・命
令を出します。子どもはこれに従います。易しい
方はスムーズに絵を完成させますが、難しい方に
ついては強制型しつけの母親は、子どもが一生懸
命考えている途中で介入し、いろいろと口うるさ
く指示を出しています。「ほらほら、左右同じ色
の積み木を貼らないと、ほら、きれいじゃないで
しょ」「線対称に並べてごらん、線対称に」など
と母親の基準で「正解」に到達できるように口う
るさく介入します。
　もう一つの課題は絵本の読み聞かせです。子ど
もがなじみのない絵本、『きつねのおきゃくさま』
の読み聞かせをしていただきました。「ひよこと
あひるとうさぎを太らせて食べようとしていたき
つね、しかし、純粋な 3 匹と一緒に暮らすうちに
心が変わり、最後はオオカミから 3 匹を守って死
んでしまう。」という内容です。死を扱っていま
すから、幼児期には読み聞かせない絵本です。小
学校 2 年生の道徳の時間に命の教育のテーマでこ
の絵本を使っている小学校が幾つかあります。こ
の絵本の最後のページは次の通りです。「まるま
る　ふとった　ひよこと　あひると　うさぎは、
にじの　もりに　ちいさい　おはかを　つくっ
た。そして、せかいいち　やさしい　しんせつな　
かみさまみたいな　そのうえ　ゆうかんな　きつ
ねのために　なみだを　ながしたとさ。とっぴん
ぱらりの　ぷう。」共有型しつけスタイルを取っ
ているお母さん方は、この結末に戸惑っているよ
うな様子でした。黙ってお子さんの顔を見ていま
す。子どもが言います。「え、きつねさん、死ん
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じゃうの？　どうして死んじゃったの？　あんな
に親切だったのに。かわいそうにな」なんていう
ふうに言います。それを受けて母親は、「そうね、
かわいそうにね。親切だったのにね」というふう
に、子どもが言っている言葉の一部を繰り返すよ
うな返し方で、子どもの思いを受け止め共感的に
サポートしている様子がうかがえました。
　それに対して強制型しつけのお母さんのことば
かけはまるで違っていました。有名小学校の進学
予備校にお子さんを通わせているご家庭の例を紹
介させていただきます。「とっぴんぱらりの　ぷ
う」と言ったところで、パタンと絵本を閉じます。
「はい、今のお話、どういうお話だった？　言っ
てごらん」、子どもは、これこれこれとしゃべり
ます。「えっ、ママ、そんなふうに読んでないわ
よ。このページ、このページ、読んでごらん。読
んでごらんよ。ね？　違うでしょう。ママの言う
こと、ちゃんと聞いてないんだもの。〈お話の記
憶〉、テストに出るわよ」なんて子どもを威嚇さ
れるのですね。見ていてちょっとかわいそうでし
た。このように強制型しつけの母親は「勝ち負け」
の言葉がとても多いのです。
　まとめてみますと、共有型しつけのお母さん方
は、子ども自身に考えさせるような、考える余地
を与える援助的・共感的なサポートをしている。
子どもに敏感で、子どもに合わせて柔軟に調整し
ている。そのことで子どもが伸び伸びと主体的に
観察したり自分で考えて行動していている様子が
うかがわれました。その中で語彙が拡大していく
のだろう。
　それに対して強制型しつけのお母さんというの
は、考える余地を与えない、指示的・トップダウ
ン的な介入がとても多い、過度に介入し、勝ち負
けの言葉がとても多い。そのもとで子どもはとて
もおどおどしています。他律的な行動、親の指示
を待ち、顔色を見ながら行動している様子がうか
がわれました。語彙の世界も広がらないのかもし
れません（表 2）。
3.7.	 早期教育は百害あって一利なし
　言葉というのは人と会話することによって習得
していきます。図 13 は、ペンシルバニアで実施
された大規模調査の結果を示しています。1,600
名の乳児を 5 年間追跡したコホート調査（同じ子
どもを追跡する調査）を実施したところ、550 名
ほどの幼児の言語や認知の発達がどんどん遅れだ
しました。乳児期の生活に遡って言語・認知の遅
れの原因を探ったところ、この子どもたちは生後
6 カ月から 10 カ月間、毎日 1 時間以上、DVD を
視聴して語学の早期教育を受けていたということ
がわかりました。30 分以内視聴させた子どもた
ちは、DVD 視聴の悪影響は 3 年後まで続きます
が、そのあと悪影響から解放されます。DVD 視
聴などやらずに、遊んでいた（主体的な活動をし
ていた）子どもは順調に発達していくのです。教
え込みやドリル学習、特に、音と光の刺激を過度
に浴びると、大脳の言語理解を司る言語野の委縮
が認められるのです。まさに、「早期教育は百害
あっても一利なし」なのですね。この論文は『小
児医学会誌』に掲載され、『サイエンス』という
雑誌に再掲載されました。そうしたら、この
DVD を発売しているディズニー社は、すべてそ
の DVD を回収して、お金を返しました。日本で
はまだ売られ続けております。1 セット 40 万も
するわけで、このセットを使うたびにお母さん方
は、10 万円の講習料を払って、その DVD の使い
方の講習を受けて、自分たちのお子さんに使って
図 13　ことばはやり取りを通して習得する
　　　		生後 6 カ月～10 カ月間 DVD を視聴させると…
（Zimmerman, Christakis & Meltzoff, 2007）
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いるわけですよね。現に、日本では、実際にそう
いうものを使って教育をしていらっしゃるご家庭
もあるわけです。
3.8.	 幼児期での過ごし方は小学校の学力にど	
	 のように影響するか
　小学校の学力への影響なのですが、幼児期に語
彙が豊かだった子ども、それから、書く準備能力、
指先が器用だった子どもは、小学校の国語学力の
成績が高いと、それで、共有型しつけスタイルや
子ども中心保育は、語彙力や国語学力に因果関係
を持って、因果的に影響していることが明らかに
なりました。そうすると、幼稚園課が発表した、
「幼稚園卒の児童・生徒が保育所卒の児童・生徒
より、学力テストの成績が高いことが明らかに
なった。学力テストは、幼児教育の大切さを検証
した初めての調査だ」とのプレス発表は何だった
のかと疑問です。いや、このコメントは誤った解
釈です。あるいは曲解ではないかと思います。幼
稚園や保育園の保育の質の違いが、小 6、中 3 ま
で続くとは考えづらい。世帯の所得格差・しつけ
のスタイルは、親が気持ちを変えない限り平行移
動しますので、その違いが学力格差につながって
いることがわかりました。つまり、親や保育者が、
子どもの主体性を大事にした関わりこそが子ども
を伸ばすのです。
4.	 結論―見える力よりも見えない力、即効	
	 力よりも底力を！
4.1.	「3 つの認知革命」を支える神経学的基盤
　子どもの認知発達の道筋を素描してみましょ
う。生後 10 カ月ごろに「第 1 の認知革命」が起
こり、イメージが誕生します。1 歳ごろに歩行が
開始すると、「語彙爆発」の時期に入ります。2
歳で語りが始まり、3 歳では、自分のイメージを
ことばで表現したり、自分を外に向かって表現す
ることができる。4 歳ごろは恥ずかしがりやさん。
この時期には親や保育者は「ほめる」・「はげま
す」・「（視野を）広げる」の「3 つの H」の言葉
をかけてほしいと思います。5 歳後半すぎに、「第
2 次認知革命」が起こり、自分はかくありたいと
想像するようになります。プラン能力、自分を振
り返るメタ認知の働きが出てきます。「展示ルー
ル」が獲得され、他人の視点に立って判断するよ
うになりますし、友だちへの思いやりの心の芽生
えます。さらに因果推論の手段になる「可逆的な
操作」が獲得されると、論拠をあげて説明・説得
もできるようになります。9 ～10 歳は、小学校
の 3 年生、第 3 次認知革命で、この後から抽象的
な思考段階に入っていきます。
　図 14 はこれらの認知発達を支えている脳基盤
を示しています。大脳辺縁系の「扁桃体」は好き
嫌いや快・不快の感情を司るところ、「海馬」は
情報を記憶貯蔵庫に届ける役割を果たしていま
す。これらの神経活動が始まると、「第一次認知
革命」が起こり、イメージが誕生するのです。5
歳後半過ぎから情報処理を統括する「ワーキング
メモリー」が「海馬」や「扁桃体」とネットワー
クをつくるようになると、「第二次認知革命」が
起こります。さらに、9 歳を過ぎると、前頭連合
野にシナプスが構築されて、人間としての高度な
精神活動が開始されます。私はこの時期に起る認
知発達の質的な変化を「第三次認知革命」と呼ん
でいます。第三次認知革命を境に、意志の力、判
断力、モラル、情緒、あるいは「自分とは何ぞや」
の問いが始まります。人間としての豊かさが前頭
連合野（前頭前野）で営まれるわけです。しかし
「9 歳の壁」は乗り越えるのに苦労します。教科内
容が一段と難しくなり、抽象的なシンボルの操作
図 14　「３つの認知革命」の神経学的基盤
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で、思考活動を行います。この時期は大人、子ど
もが一人で乗り越えることができないので、親も
教師も子どもを支えていただきたいと思います。
4.2.	 叱られながらやった勉強はなぜ身につか	
	 ないのか？
　叱られながらやった勉強がなぜ身につかないの
でしょうか？ 大脳生理学ではかなりのことがわ
かっています。扁桃体で緊張・不快を感じると、
海馬で失敗例がよみがえって頭が真っ白になって
しまうのです。それに対して、「楽しいな」、「面
白いな」と思って一生懸命遊んでいるときという
のは、ワーキングメモリーに情報伝達物質が送ら
れ、海馬を活性化して、情報を記憶貯蔵庫にどん
どん蓄えることができるのです。「好きこそもの
の上手」ということになります。
　ですから、乳・幼児期はとにかく遊ぶというこ
とが大事です。大人にとっての遊びと、子どもに
とっての遊びというのは全然違います。大人の遊
びは、仕事や勉強に対立する概念ですが、子ども
にとっての遊び」とは、主体的な活動、主体的・
能動的に環境に働きかけることを意味していま
す。子どもは主体的・能動的に環境に働き掛ける
ことによって「世界づくり」、「地図づくり」をし
ているのです。お子さんの顔をよくご覧になって
ください。遊びに夢中になっていますか？ 楽し
そうですか？ 頭を働かせているような真剣な表
情をしていますか？ そういうときには、活動し
ながら、栄養をどんどん吸い取っているのです。
4.3.	 50 の文字を覚えるよりも 100 のなんだ	
	 ろ？　を育てたい
　「50 の文字を覚えるよりも 100 のなんだろ？　
を育てたい」と申し上げたいと思います。自分か
ら本当にやろうとしないと自分の力にはなりませ
ん。自分で関心を持てばあっという間に習得して
しまいます。文字は、子どもの関心の網の目に
引っ掛かってくるに過ぎません。肝心なのは、文
字が書けるかどうかではなく、文字で表現したく
なるような内面の育ちであります。自分自身で考
える力、つまり、「自律的思考力」、そして、学力
基盤力となる「創造的想像力」を育てることが乳
幼児期の発達課題であります。
　子どもを伸ばす援助やことばかけをまとめてお
きたいと思います。
（ 1 ） まず子どもに寄り添ってください。安全
基地になってほしいと思います。
（ 2 ） ほかの子とは比べない。その子自身の進
歩を認め、ほめていただきたいと思いま
す。3 つの H―「ほめる」「はげます」「（視
野を）ひろげる」、言葉掛けをしていただ
きたいと思います。
（ 3 ） 生き字引のように余すところなく定義や
回答を与えない。
（ 4 ） 裁判官のように判決を下さない。「禁止」
や「命令」ではなく、「～したら？」とい
う「提案」の形で言葉を掛けてほしいと思
います。
（ 5 ） 何よりも大事なのは、子ども自身の考
え、判断する余地を残すこと。このような
関わりの中で自律的な思考力、そして創造
的な想像力が身に付いていきます。
　最後に、「待ちの子育て」をお勧めしたいと思
います。
　では、ここで質問させてください。「待ちの子
育てとかけて、何と解く？」⇒「盆栽」と解きます。
そのこころは？⇒「待つと聞く（松と菊）」。
　待ち、子どもの心の声をしっかり聴いて（×聞
いてではありません）いただきたいと思いま 
す。そうしますと、子どものつまずきを見抜く洞
察力がわいてきますので、子どもがつまずいてい
る、あるいは困っているとき、子どもの考えが進
むための「足場」をかけてあげることができま 
す。足場というのは「スキャフォールディング
（scaffolding）」とも呼びます。これは、ブルー
ナーという教育心理学者が 1981 年に『教育の過
程』いう本の中で発表した構成概念です。親は、
子どもが先に進めるように、うまく足場をかけ
て、見晴らしを良くしてあげるのです。踏み出す
のは子ども自身です。どっちの方向に歩いていく
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か、決めるのは子ども自身であり、主人公は子ど
もなのです。うまく足場をかけてあげれば、子ど
もは科学者がたどるのと同じような思考を展開す
ることができるという例を締めくくりにご紹介し
たいと思います。
　渡辺万次郎さん（昭和 38 年当時、秋田大学の
学長で理科教育担当教授）が 4 歳、5 歳のお孫さ
んとのやりとりを『理科の教育』にお書きになっ
ておられました。最後にそのエピソードをご紹介
しましょう。
　「これにもお豆がなるの？」
　『私はかつて幼稚園の二児を近郊に伴った。彼
らは「みやこぐさ」の花に注意を引かれたが、そ
の名を問うほかに能がなかった。当時、私どもの
菜園には、同じ豆科の「えんどう」の花が咲いて
いたので、私は名を教えるかわりに、その花を
持って帰り、おうちでそれによく似た花を見出す
ようにと指導した。彼らが帰宅後、両者の類似を
見出したときには、小さいながらも自力に基づく
新発見の喜びに燃えた。やがて 1 人は「みやこぐ
さ」について、「これにもお豆がなるの？」、とた
ずねた。それは誰にも教えられない、独創的な質
問であった』。
　内田コメント＞大人は質問に答えることはでき
ますが、質問の仕方を教えることはできません。
すごい質問をしました、子どもたちが。花の類似
から類推を働かせて。このえんどうの花、咲いた
あとには、えんどうの豆がなる。それは自分たち
の食卓を賑わしてきた。それを思い出した子ども
は、花の形がよく似ている、まだ名前を知らない
この花、これにもお豆がなるの、という質問をし
たわけです。素晴らしい質問をしましたから、ま
たしても渡邊さんは答えませんでした。
　『私はそれにも答えず、次の日曜に彼らに現場
で確かめることを提案した。次の日曜に彼らがそ
こに小さな「お豆」を見出したとき、そこには自
分の推理の当たった喜びがあった。秋がきた。庭
には萩の花が咲いた。彼らは萩にも豆のなること
を予測した』。
　
　内田コメント＞孫たちは、今度は、「おじいちゃ
ん、これにもきっと豆がなると思うよ」と確信を
持って予測したんです。
　
　『彼らは過去の経験から、いかなる花に豆がな
るかを自主的に知り、その推論を独創的にまだ見
ぬ世界に及ぼしたのである』。
　
　子どもがゆっくりと考える時間を与えたという
わけですね。このように考える余地を残す関わり
方、しかし突き放すのではなく、子どもがつまづ
いたときには足場をかけてあげてほしいと思いま
す。
　一人ひとりの子どもの視点に立って」を締めく
くりの言葉にさせていただきます。
　子どもは文化・社会の宝であります。その人た
ちの成長にいくら私たちが手を貸しても貸しすぎ
ることはありません。交流と互恵、互いに恵み合
うような、即効よりも底力、言葉の土台をしっか
り築くのに、ご家庭で、そして幼稚園や保育所で、
教え育てるということは、共に育ち合うことです
し、親や先生、社会の人々が協力して育てる営み
なのです。つまり、教育＝共育＝協育なのです。
　大人が解答を教えてしまうことによって子ども
が考える時間を奪ってしまわない、これは大事な
ことです。肝心なことです。子ども自身が考える、
考えさせる、そういう時間を与えることが子ども
の考える力や創造的想像力を伸ばすことになりま
す。
　サン・テグデュペリの『星の王子さま』の中で、
星の王子さまが地球に着いたときに小さなキツネ
が言いました。「この世で一番大切なものは、目
に見えないんだよ」。この大切なものを見抜く力、
創造的想像力を育てるのが乳・幼児期さらに児童
期の発達課題であります。子どもに寄り添い、子
どもと共に歩む幸せを感じながら、子育てを楽し
んでください。
　ご清聴、ありがとうございました。
